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論 文 内 容 の 要 旨 
中世イタリアでは、市民の自治組織であるコムーネが、都市とその領域を支配する統治権力として
存在していた。本稿では、13、14 世紀のコムーネの統治権力としての存在形態、コムーネと住民と
の関係の諸相を、司法面から明らかにすることを試みた。 
第 1 章では、コムーネの統治制度が発展する 13 世紀の司法について、先行研究や刊行史料を基に
検討した。そこでは、当事者の選択を尊重した訴訟手続きの導入や、恩赦を前提とした有罪判決など
に見られるように、住民や社会を上から統制するのではなく、それらとの相互認可を基礎として存立
するコムーネの姿が明らかになった。 
 第 2 章では、本稿後半の主要史料たる 14 世紀前半のルッカの未刊行の裁判記録について、その管
理、作成、利用の局面に注目し、そこに関与するコムーネと住民の姿に迫った。これまで、裁判記録
は住民を管理する一手段として捉えられてきたが、分析の結果、当時、活発な文書実践を行っていた
一般の人びとによる「投資」が記録簿の保存、利用を成り立たせる大きな要素であったことが確認さ
れた。 
 第 3 章では、この記録簿を基に 14 世紀ルッカの民事裁判を検討した。個々の裁判を追っていくと、
条例の規定を引用し、相手の手続き上の違反を追及する異議の活動に代表されるような、当事者の「洗
練された」司法実践の存在が明らかになった。ここには、コムーネの統治活動（規則適用）が、法制
度を巧みに利用する住民側の実践によっても担われ、支えられていた様相を見ることができる。 
 第 4 章では、法廷を頻繁に利用する住民が、コムーネとその司法をどのような存在として認識し
ていたのかを検討した。その結果、彼らは判決で権利を確定するためではなく、不確定であっても一
定のお墨付きの下で財産を占有できる司法命令を求めていたこと、そしてそれは当時の社会環境に適
応したものであったことが明らかになった。コムーネは当事者の司法実践によって、その社会におい
て有効な決定を与えうる統治権力として意味づけられ形作られていたのである。 
以上から、この時期のコムーネが、従来考えられてきた未熟な権力体などではなく、住民や社会と
の相互関係の上に立脚する統治権力であったこと、そしてその法制度を利用する住民の「洗練された」
実践によって制度的に存立し、また同時に、複雑な社会環境の中に生きる人びとの実践を通して、社
会に適した権力へと形作られていた様相が明らかになった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
M・ブロックがいうように裁判は社会のあり方を鮮明に映し出す。その意味では司法の歴史的研究
は歴史学の古典的なテーマともいうことができ、西欧でも 19 世紀以来重厚な研究が積み重ねられて
きている。とはいえそれらの研究にはいくつかの偏りがあったことは否めない。それらは法と裁判制
度の歴史であり、制度の静態的分析であり、過去の（とくに中世の）裁判を未熟で遅れた裁判制度、
近代化によって克服された制度としてみる視角である。本論文はこうした従来の中世司法史研究のあ
り方を批判し、14 世紀ルッカ（イタリア中部の都市）の裁判記録をもとに、中世司法のこれまで知
られなかった一面に光をあてようとしている。それは司法が現実に運用されていく姿、運用の中で司
法が本来とは異なる方向に活用されていく姿、裁判が支配の道具ではなく住民による権利主張の手段
となっていく姿、一言でいえば社会の中で生きて動いている司法の姿である。同時にこうした局面へ
の注目からは、中世の司法の「未開」や「遅れ」ではなく、近代とは異なる中世独自の法意識が浮か
び上がってくる。それは著者の言によれば「洗練された司法」と呼ぶにふさわしいものである。本論
文では中世の司法を近代とは異なる法文化として見ようとする姿勢が貫かれている。著者はこうした
姿勢を近年法人類学で提唱されている紛争解決の視点から学び取り、本論文において、紛争解決研究
という動向と 14 世紀ルッカの裁判文書の実証的分析を結びつけ、中世イタリアのコムーネ（自治都
市）に独特の法文化を描き出すことに成功している。 
本論文は全体を通して緊密な論理と高い実証性に貫かれ、きわめて完成度の高い仕上がりとなって
いる。とはいえ問題点がないわけではない。問題点は本論文の長所そのものに内包されている。すな
わち本論文が 14 世紀ルッカにおける司法の実態を共時的な枠で解明しようとしている点である。共
時的な視点は司法の構造分析では避けることができない。しかし同時にそうした構造がいかに生まれ
変質していくかという変化の説明を欠くことになる。14 世紀ルッカの「洗練された」司法がいかに生
まれ変質していくのか、この点の分析が望まれるところである。もっとも著者自身この点をよく意識
しており、すでにこうした方向への研究の拡大を意図している。今後の新たな展開が期待されるとこ
ろである。 
  以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
